




 

「しまねの棚田ネットワーク」について 
■目的 

 島根県には｢つなぐ棚田遺産｣に選定された１１の棚田をはじめ多数の棚田が存在し、それぞ

れの地域において、棚田の保全活動や都市住民等との交流活動などが行われています。 

 地域間相互の情報交換や意見交換を行い、あるいは活動手法を検討する場を設けることによ

り、保全・交流活動をより効率的・効果的に行うことが可能となります。 

 このため、関係団体・機関等により構成する「しまねの棚田ネットワーク」を設置し、定期

的に情報交換、現地視察、検討会等を開催することにより、棚田地域相互間のネットワーク化

を図っています。 

 将来的には、このネットワークを活用した地域間の相互連携による交流イベント（棚田ツア

ー等）の開催等へと発展させたいと考えています。 

■構成メンバー 

  ネットワークへの参加は自由とし、できるだけ多くの関連団体の参加を期待しています。 

  なお、現在は次表に掲げるとおり、中山間ふるさと水と土基金事業で支援している棚田地域

の保全団体等により構成します。 

棚田地域等 関係市町 関係県機関等 備考 

山王寺本郷 雲南市 

雲南県土整備事務所 

 

大原新田 

奥出雲町 

 

追谷 Ｒ１参加 

いわけ Ｒ４参加 

神谷 
邑南町 県央県土整備事務所 

 

上田・平佐  

佐津目(子ご美の里) 
大田市 大田事業所 

 

西田(ヨズクの里)  

都川 

浜田市旭支所 
浜田県土整備事務所 

 

来尾  

坂本 H30 参加 

室谷 浜田市三隅支所  

中垣内 益田市 
益田県土整備事務所 

 

大井谷 吉賀町  

  松江県土整備事務所  

  出雲県土整備事務所  

  隠岐支庁県土整備局  

  本庁農村整備課  

 
 

島根県土地改良事業団体

連合会 

 

１４地域 ７市町 １０機関  

■情報交換会開催地 

 Ｈ２２年度 大井谷（吉賀町）        Ｈ３０年度 室谷（浜田市三隅町） 

Ｈ２３年度 子ご美の里（大田市山口町）   Ｒ１年度 子ご美の里（大田市山口町） 

Ｈ２４年度 山王寺（雲南市大東町）     Ｒ２～４年度 未開催 

Ｈ２５年度  現地開催なし          Ｒ５年度 ヨズクの里（大田市温泉津町） 

Ｈ２６年度  ヨズクの里（大田市温泉津町）  Ｒ６年度 いわけ（奥出雲町） 

Ｈ２７年度 神谷、上田・平佐（邑南町）   Ｒ７年度 西部（浜田市） 

Ｈ２８年度 都川（浜田市旭町） 

Ｈ２９年度 山王寺（雲南市大東町） 
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シンポ ジウム

内 成 棚 田 の 保 全 維 持 活 動 に つ い て 内 成 棚 田 の 会 後 藤 利 夫 氏

事 例発 表

全 国 棚 田 （ 千 枚 田 ） サ ミ ッ ト ３ ０ 回 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム

【コーディネーター】

早 稲 田 大 学 名 誉 教 授 棚 田 ネ ッ ト ワ ー ク 名 誉 代 表 中 島 峰 広 氏

全 国 棚 田 （ 千 枚 田 ） サ ミ ッ ト ３ ０ 回 を 記 念 し 、 過 去 の サ ミ ッ ト を 振 り 返 り つ つ 、
今 後 の 棚 田 の 保 全 ・ 維 持 に つ い て 話 し ま す 。

第

1

分

科

会

棚 田 ツ ー リ ズ ム の 未 来 形 〜 観 光 ・ 健 康 ・ 地 域 再 生 を つ な ぐ 〜

棚 田 の 自 然 ・ 文 化 ・ 温 泉 資 源 を 活 か し 、 観 光 と ウ ェ ル ネ ス を 融 合 し た 新 し い 体
験 を 創 出 す る こ と で 、 地 域 に 人 を 呼 び 込 む 持 続 可 能 な 仕 組 み を 議 論 ・ 提 案 す る
分 科 会 で す 。 登 壇 者 の 専 門 性 を 活 か し 、 科 学 的 ・ 実 践 的 ・ 経 営 的 な 観 点 か ら 、
別 府 な ら で は の 棚 田 観 光 の 未 来 像 を 描 き ま す 。

【コーディネーター】 別府大学 講師 齋藤 圭氏

【コーディネーター】 別府大学名誉教授 飯沼 賢司氏/別府大学准教授 赤松 秀亮氏

石 垣 の 記 憶 、 内 成 の 現 在 ～ 棚 田 か ら 読 み 解 く 別 府 の 景 観 史 ～

農 村 と 都 市 を つ な ぐ “ お い し い 交 流 ” 〜棚 田 の 風 景 を 味 に 変 え る 〜

都 市 農 村 交 流 や グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム が 盛 ん に な り 3 0 年 余 り が た ち ま し た 。
そ の な か で 道 の 駅 が 発 展 し 、 様 々 な 地 域 活 性 化 の 特 産 品 が 生 ま れ て き ま し た 。
そ こ で 今 回 は 、 棚 田 地 域 に お け る 酒 づ く り や 直 売 所 に つ い て 今 一 度 考 え て い き
ま し ょ う 。

【コーディネーター】 桃山学院大学 准教授 大坪 史人氏

【コーディネーター】 千葉大学 助教 濱 侃氏

ス マ ー ト 農 業 で 次 世 代 に 残 し た い 農 の 豊 か さ

技 術 革 新 に よ る 省 力 化 ・ 高 効 率 化 を 基 盤 と し た 農 業 は ， 土 地 条 件 が 良 い と こ ろ
で の 大 規 模 経 営 に 限 ら ず 、 小 規 模 経 営 で も 活 用 で き 、 地 域 の 風 土 を 維 持 す る
農 の 営 み を 支 え る 基 盤 技 術 と し て の 側 面 も あ っ て よ い 。 先 端 技 術 と 文 化 が 融
合 し た 持 続 可 能 な 農 業 の 未 来 と 、 そ れ に よ っ て 次 世 代 に 残 し た い 「 農 の 豊 か
さ 」 を 議 論 し ま す 。

いま

か つ て 市 内 各 地 に 広 が っ て い た 棚 田 の 風 景 は 、 都 市 化 や 観 光 地 化 の
進 行 と と も に 姿 を 消 し ま し た 。 本 分 科 会 で は 、 「 石 垣 の 記 憶 、 内 成 の
現 在 」 を テ ー マ に 、 石 垣 地 区 の 失 わ れ た 棚 田 景 観 と 、 今 な お 内 成 地 区 に
残 る 棚 田 を 手 が か り に 、 別 府 の 景 観 史 を 読 み 解 き ま す 。 か つ て と 今 の
風 景 を 比 較 し な が ら 、 別 府 と い う 土 地 の 変 遷 と 、 そ の 背 景 に あ る 人 々
の 営 み に 迫 り ま す 。

第

2

分

科

会

第

3

科

会

第

4

分

科

会
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令和７年７月２９日 浜松市 産業部  

農地整備課 団体指導グループ  

℡：053-457-2355 

 
 

 報 道 発 表 
 

（仮称）第 3１回全国棚田（千枚田）サミット in はままつ 

第１回実行委員会・運営幹事会 合同会議の開催について 

使ってみよう︕ 
外国人にも 
日本人にも 
わかりやすい 

やさしい日本語 
に  ほん  ご 

 令和８年に開催を予定する「（仮称）第３１回全国棚田（千枚田）サミット in はま 

まつ」に向け、第１回実行委員会・運営幹事会 合同会議を下記のとおり開催いたします

ので、ご案内申し上げます。ぜひ取材方よろしくお願いいたします。 

 

                 記 

 

１ 日 時   令和７年８月１日（金）午前 10 時 00 分～ 

 

２ 会 場   浜松市役所 ８階 全員協議会室 

 

３ 出席者   農業関係者、商業観光関係者、有識者、行政など 

 

４ 内 容   ・棚田サミット開催計画（案） 

・令和７年度の事業計画（案） 

・棚田サミットの開催テーマについて など 

 

５ その他   取材を希望される場合は、事前に農地整備課 団体指導グループ 

（053-457-2355）までお電話ください。 

 

６ 浜松の棚田 

 
 
 

大栗安の棚田 
 

久留女木の棚田 
 

白橿の棚田 
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中山間ふるさと水と土基金事業について 
 

  島根県は、中山間ふるさと水と土基金を造成（国１/３、県２/３）し、中山間地域の活

性化のための地域住民活動を支援しています。 

 

  中山間ふるさと水と土基金は、「中山間ふるさと水と土保全対策事業（水と土基金)」と

「中山間ふるさと水と土保全推進事業（棚田基金)」の２つから成り、それぞれの基金の活

用についての御相談は、お近くの県土整備事務所等へお問い合わせください。 

  なお、本基金は市町村が直接活用することはできません。  

 

１ 中山間ふるさと水と土保全対策事業（水と土基金） 

（１）水と土基金の概要   

   

  水と土基金は、農地や水路・農道・ため池等の土地改良施設が持つ多面的機能の発揮と

これらを保全・整備する地域住民活動（保全活動、交流活動）を支援するものです。 

 

   対象地域：５法指定地域 

         （過疎・山村振興・半島振興・離島振興・特定農山村法のいずれかを含む地域） 

 

（２）水と土基金を活用した活動事例  

 

（１）調査研究事業 

 ・農地の荒廃や土地改良施設の老朽化等の現状把握と診断・評価を行い、農地や土地 

  改良施設等地域資源の計画的・効率的な維持管理手法を検討 

 ・畦畔除草に係る労力省力化のためのカバープランツ実証実験 

 ・地域住民でも取り組める簡易なため池応急整備の実証実験を行い、事例集を作成 

 ・生き物調査やマップ、図鑑の作成及びこれらを活用した環境保全活動（写真１） 

 ・耕作放棄地解消に向けた水土里情報システム（地図情報）の利活用検討 

  

（２）推進事業 

 ・ため池の安全啓発や維持管理の看板作成、設置(写真 2） 

 ・農業農村の大切さや農業農村整備事業の役割についての小学校への出前授業 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

      (写真 1)小学校での観察学習           （写真 2)ため池啓発看板   
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２ 中山間ふるさと水と土保全推進事業（棚田基金） 

 

（１）棚田基金の概要 

 

 棚田基金は、棚田地域の住民が、都市の皆さんの参加を得ながら取り組む棚田保全の活

動を支援するものです。 

 

     棚田地域とは：階段状に広がる地形勾配が 1／20 以上の農地（＝棚田）が全体農地 

                    面積の半分以上ある地域。 

 

（２）棚田基金を活用した活動事例  

 

（１）都市と農村の交流促進 

 ・棚田体験、交流イベントの開催（山王寺「田んぼの学校」) (写真 1) 

 ・棚田散策のための遊歩道の整備 

 ・棚田オーナー制度、トラスト制度の支援（オーナー田の湧水処理、オーナー・トラ 

  スト募集用チラシの作成） 

 

（２）棚田の情報発信・広報 

 ・棚田地域をＰＲするパンフレットの作成 

 ・看板の設置（棚田を紹介する看板、主要道路から棚田まで誘導するための案内看板） 

 

（３）棚田と棚田の交流促進 

 ・棚田保全に取り組む地区が連携し、棚田保全対策などを協力して実施する「しまねの

棚田ネットワーク」の設立、運営 (写真 2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     （写真 1）R７山王寺 たんぼの学校             (写真 2）R6 棚田ネットワーク情報交換会 

 

３ 水と土基金・棚田基金の問合せ先（活動支援の説明、相談) 

  ○松江県土整備事務所農林工務部（農村整備課 ☎０８５２－３２－５６５０） 

  ○雲南県土整備事務所農林工務部（ほ場防災課 ☎０８５４－４２－９５４２） 

  ○出雲県土整備事務所農林工務部（農村整備課 ☎０８５３－３０－５５６７） 

  ○県央県土整備事務所農林工務部（農村整備課 ☎０８５５－７２－９５５５） 

大田事業所（農村整備課 ☎０８５４－８４－９７６７） 

  ○浜田県土整備事務所農林工務部（農村防災課 ☎０８５５－２９－５５９７） 

  ○益田県土整備事務所農林工務部（農村整備課 ☎０８５６－３１－９６００） 

  ○隠岐県土整備局   農林工務部（農村整備課 ☎０８５１２－２－９６４４） 



【水と土基金】

保全活動で復田したやぶさめの棚田周辺にはイチョウウキゴケ、

ケラ、ドジョウ等が多くみられるほか、やぶさめのため池はモリアオ

ガエルの産卵場所になっている。また隣接する江尾地内の排水路

にはオヤニラミ等の希少種が発見されるなど、生物資源が多く存在

している地域であり、市山環境協議会ではこれらの生物資源の保全

やその活用を通じて地域の活性化を図る方針である。

①生き物調査、②生き物マップ（保全マップ）等作成、③ワーク

ショップ等を行い、今後の活動に活かしていく。また、この調査結果

を踏まえ、生態系に配慮した水路等の保全事例となる本地区の整

備手法を、類似の他の農地・水組織へも普及していく。

農村環境調査 【江津市市山地区】

生きもの図鑑 生きものマップ

ワークショップ 生きもの調査

中山間地域における畦畔法面除草作業

省力化の検証【安来市赤屋地区】

固化材混合

法面転圧

水田の汎用化に向けた既設暗渠排水の活用方法

実証実験 【松江市鹿島町、雲南市掛合町】

水田をフル活用して、麦・大豆等の戦略作物や地域振興作物を

栽培していくなかで、畑作物の生産性向上が求められており、水

田では、より一層の排水性改善や水管理の効率化を行っていく必

要がある。

一方、島根県内のほ場整備済み水田の多くは、昭和時代に整備

を終えており、整備後相当の年数が経過しているため、経年変化

による暗渠排水機能の低下が懸念されているこのことから、暗渠

排水機能が低下した水田において、水管理機能の追加と排水機

能の回復に向けた整備手法を検証することとした。

完成状況

中山間地域における営農においては、除草作業に多大な労力

を要し、近年の急速な過疎・高齢化の進行もあり、除草作業の

負担が耕作放棄地の発生・増加の要因となっている。

そこで、除草作業の負担を軽減するため法面に土壌硬化剤を

添加する実証試験を行い、その抑草効果を検証し、防草対策

として導入に結び付けたい。

ふるさと水と土指導員全国研修会

農地や農業用水など農村地域を保全・活用するための地域住民

活動（保全活動、交流活動など）の指導、助言を行う人材（ふるさと

水と土指導員）の育成、能力の向上等を目的として実施される「ふ

るさと水と土基金全国研修会」に棚田保全組織や農地・水保全管

理支払交付金の活動組織等の地域住民組織のリーダー的立場の

方を派遣し、その後の地域住民活動に活かされています。

研修会の様子

近年の参加状況

平成２４年度 ２名

平成２５年度 １名

平成２６年度 １名

平成２７年度 ８名

平成２８年度 １名

平成２９年度 ２名

平成３０年度 １名

ふる水指導員登録数

７５名（R7年3月末）

研修修了証
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【棚田基金】

【活用事例】

地域活動支援
各棚田組織で実施する交流活動やＰＲ活動の支援を行っています。

オーナー募集チラシ

（邑南町神谷）

棚田カードの作成

（県内）

イベント用法被の製作

（邑南町 羽須美）

案内看板の設置

（浜田市都川）

展望台階段、手摺の補修

（吉賀町大井谷）

しまねの棚田ネットワーク

島根県には｢日本の棚田百選｣に選定された７つの棚田をはじめ

多数の棚田が存在し、それぞれの地域において、棚田の保全活動

や都市住民等との交流活動などが行われています。

この保全活動・交流活動をより効率的に行う上で、地域間相互の

情報交換や意見交換を行い、あるいは活動手法を検討する場ため、

関係団体・機関等により構成する「しまねの棚田ネットワーク」を設

置し、定期的に情報交換、現地視察、検討会等を開催することによ

り、棚田地域相互間のネットワーク化を図っています。

棚田ネットワーク参加団体

情報交換会の様子

棚田地域等 関係市町 関係県機関等 備考

山王寺 雲南市

大原新田

追谷

いわけ

神谷

上田・平佐

佐津目 子ご美の里

西田 ヨズクの里

都川

来尾

坂本

室谷 浜田市三隅支所

中垣内 益田市

大井谷 吉賀町

松江県土整備事務所

出雲県土整備事務所

隠岐支庁県土整備局

本庁農村整備課

水土里ネット島根

１４地域 ７市町 １０機関

益田県土整備事務所

邑南町 県央県土整備事務所

大田市 大田事業所

浜田県土整備事務所
浜田市旭支所

雲南県土整備事務所
奥出雲町

棚田ＰＲ活動
各種イベントへの参加やパンフレットを作成し、棚田地域での取組

等を広くＰＲする。

【しまねふるさとフェア】

・棚田米すくい取り

・棚田米販売

・オーナー制度ＰＲ

・活動パネル展示

・棚田保全に関する

アンケートの実施

【しまね棚田元気ネット】

ホームページによる

活動情報等の発信

【しまね棚田めぐり旅】

棚田パンフレットを

作成し情報を発信

ヨズクハデライトアップ

（大田市ヨズクの里）

地域活動支援

各棚田組織で実施するイベントやＰＲ活動の支援を行っています。

田んぼの学校活動支援

（雲南市山王寺）

ヨズクの里フォーラム開催

（大田市ヨズクの里）

ワークショップの開催

（雲南市山王寺）

【活用事例】



道府県 活動名

秋田県 里地里山保全活動支援事業

山形県 やまがたの棚田スタンプラリー

栃木県 中山間地域人材養成実践講座

新潟県 首都圏情報発信棚田遺産PR事業

福井県 都市農村交流事業の企画・実施

京都府 教育実践パートナーシップ

兵庫県 ひょうごの棚田保全・活性化事業

奈良県 農村振興シンポジウム

和歌山県  和歌山県農業農村活性化支援モデル事業

福岡県 中山間応援サポーター活動

長崎県 イノシシ捕獲技術研修会（長崎会場）

熊本県 つなぐ棚田遺産ＰＲ

大分県 水土里ウォーキング大会

中山間ふるさと水と土基金（棚田基金） 活用事例（Ｒ４年度実績） 資料８






























